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【問合せ】農林振興課　☎ 82-0111

わが町の
お元気さん

　このコーナーでは、「生活の知恵や工夫」「介護

保険サービスや地域の多様なサービス」などを利

用し、自分らしく生活をされている方々を、紹介

していきます！

小川　清昭さん（91 歳）
すえひろクラブ（市町村の通所事業）を利用しな
がら、自宅で自立した生活を続けています。

以前にくらべ、足腰が弱ってきたことを感じていた

小川さんは、「すえひろクラブ」を週 1度利用。

冬期は 2度利用しています。すえひろクラブでは

・ふまねっとなどの運動

・お口のお話や健口体操、レクリエーション

・麻雀などの趣味活動

・入浴もできます

・食事をしながらの交流や行事　などなど…

とくに麻雀を楽しみながら通い、運動不足になりが

ちな冬期間も元気で過ごしています！

そんな小川さんに春にむけての目標を伺いました！

すえひろクラブで楽しく元気に！

通所の利用回数を減
らし、「畑でキュウリ
やインゲンなどを育
て、楽しむ」ことが
目標です！

目標を達成するため通

所すること以外にパソ

コンで囲碁を楽しむこ

とや、掃除や食後の下

膳も行っています。

生活の目標設定！

Ｎｏ .７

どんな生活がしたいのか『目標』をつくるこ
とが、元気を維持するヒケツですね！

【問合せ】包括支援センター　☎ 82-2780

　　介護予防・在宅介護・認知症などの　　　　　　　　ご相談は地域包括支援センターへ ☎ 82-2780
　　　　　　　　

地域包括支援センター

【問合せ】   檜山振興局環境生活課自然環境係　☎ 0139-52-6494
　         農林振興課　耕地林務グループ　   ☎ 82-0111

第 6次今金町総合計画策定についてのお知らせ

 今金町総合計画を町民に身近に感じ、そしてより関心を持っていただくため、第 6次総合計画策定の

内容や進捗状況などをわかりやすくお知らせします。

 ２月号では、第 1回第 2回の審議会での協議内容や策定委員の紹介などをお知らせしてきました。

 今回は、第 6次今金町総合計画策定にあたり新たな視点としてＳＤＧｓを意識した計画づくりを進め

ることとしており、町民の皆様に認知度が低いＳＤＧｓについてわかりやすく解説し、どのように第 6

次総合計画に盛り込んでいくかも合わせてお知らせします。

ＳＤＧｓ（ エスディージーズ ）とは、
2015 年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」にて記
載された、2016 年から 2030 年までの 15 年間で達成するために掲げた国際目標で、「地球上の
誰一人として取り残さない」ことを誓い、17 の国際目標（ゴール）と 169 のターゲットから
構成されています。

第６次総合計画に掲載

○総合計画に盛り込むＳＤＧｓの目標は本町にふさわし

い評価指標を設けることが重要で、目標を数字で「見え

る化」し、評価できる仕組みを盛り込んでいく予定です。

【問合せ】まちづくり推進課　☎ 82-0111
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農林振興課
農地に建物を建設する場合、登記の変更が必要です！

　登記地目が農地（田・畑など）である場所にＤ型ハウスなどの農業用施設や
携帯電話の電波塔などを建設する場合、分筆登記が必要になります。

　これは今金町農業振興地域整備計画の見直しに伴い、当該建物の地番を特定する必要があるため

です。

 また、農地の賃貸や売却する際に分筆登記をしていないと、当該建築物の撤去をしなければなりま

せん。撤去費用など不要なコストがかかる恐れがありますので、必ず申請をしましょう。

　農業振興地域内の農用地の形状が変更になる場合は、事前に農林振興課農政畜産グループまでお

問い合わせください。

【問合せ】農林振興課　☎ 82-0111

　　介護予防・在宅介護・認知症などの　　　　　　　　ご相談は地域包括支援センターへ ☎ 82-2780
　　　　　　　　

　農地に倉庫・牛舎・住宅などを建てるために用途を変更することを農地の転用といい
ます。自分の農地であっても、転用する場合は農業委員会への許可申請または届出が必
要です。　
　転用の予定がある場合は、事前に農業委員会（☎ 82-0111 内線 362）にご相談下さい。

　食料の安定供給の基盤である優良農地の確保や農地転用を農業上の利用に支障が少ない農地に誘導
　することを目的に設けられている制度です。

○目的

○一時転用の場合は？
　農地を一時的に資材置場や残土置場などに利用する場合も転用の手続きが必要となります。

○無断で転用すると？
　無断で農地を転用した場合や転用許可に係る事業計画どおりに転用していない場合は農地法違反と
　なり、工事の中止や原状回復などを命じられる場合があります。なお、これらに違反した場合によっ
　て罰則が定められています。

（例） または

農業者年金へ加入しましょう
◎制度について詳しい内容は、
　今金町農業協同組合貯金融資課　  ☎82-0211　　または今金町農業委員会事務局　　☎82-0111

～生活の安定のために～

農地（田・畑等）の転用には許可が必要です
農業委員会

４月１日から５月31日は 春のヒグマ注意特別期間

１．ヒグマに遭遇しないために 
○山林内や農作業中は目立つ服装
をし、単独では行動しないように
しましょう。

○鈴を携帯するなど、人の存在を
早めにヒグマに知らせる工夫をし
ましょう。

○ヒグマを引き寄せてしまうの
で、残飯や空き缶などのゴミは必
ず持ち帰りましょう。

２．ヒグマに遭遇してしまったら
○背中を見せて逃げると追いかけて
くるので危険です。

○子グマに遭遇した場合は、母グマ
が近くにいる可能性が高く非常に危
険です。母グマを刺激しないよう速
やかにその場から離れてください。

【問合せ】   檜山振興局環境生活課自然環境係　☎ 0139-52-6494
　         農林振興課　耕地林務グループ　   ☎ 82-0111

山菜取りの遭難にはご注意を!!

　山菜取りシーズンが始まります。
手軽なレジャーとして誰もが楽しめ
る反面、毎年遭難事故が危ぶまれま
す。家族や周囲の心配を考えて、無
理をせず注意して出かけましょう。

～今金町遭難対策会議～★緊急時の連絡先
警　察　署…☎「110番」
今金消防署…☎「82－0519」

農地　　　　　　　　　 　　　宅地　　　　　　　　　　     牛舎  


